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寝
る
子
は
よ
く
育
つ

子育て相談室　－ お気軽にご相談ください －
　

飯
舘
中
学
校
で
、
授
業
中
に
居
眠
り
を
し

た
り
、
机
に
突
っ
伏
し
て
眠
っ
て
い
る
生
徒

が
い
ま
す
。
注
意
さ
れ
て
も
、
ま
た
そ
の
よ

う
な
状
態
に
な
り
ま
す
か
ら
、
よ
ほ
ど
眠
い

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
幼
稚
園
や
小
学
校

で
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

飯
舘
村
の
子
ど
も
た
ち
、
幼
稚
園
や
保
育

所
の
子
ど
も
、
小
学
生
、
そ
し
て
中
学
生
、

何
時
に
寝
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
少
な
く

と
も
、
小
学
４
年
生
こ
ろ
ま
で
は
、
夜
９
時

に
は
す
や
す
や
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
か
ら
「
寝
る
子
は
育
つ
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
真
実
で
す
。
子
ど
も
時
代

に
必
要
な
成
長
ホ
ル
モ
ン
は
、
夜
睡
眠
中
に

た
く
さ
ん
分
泌
さ
れ
る
の
で
す
。
し
か
も
病

気
を
し
な
い
子
ど
も
に
育
ち
ま
す
。
寝
る
子

は
性
格
の
こ
と
も
含
め
て
、
よ
く
育
つ
の
で

す
。

　

早
寝
早
起
き
は
親
の
し
つ
け
次
第
で
す
。

そ
し
て
子
ど
も
を
定
時
に
寝
か
し
つ
け
る
と
、

夫
婦
の
語
ら
い
の
時
間
が
い
っ
ぱ
い
生
ま
れ

ま
す
。
多
忙
な
時
代
、
子
育
て
や
人
生
に
つ

い
て
の
語
ら
い
を
深
め
る
貴
重
な
時
間
で
す
。

　
　
　
　

飯
舘
中
学
校
お
よ
び
相
農
飯
舘
分
校

　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海　

野　

和　

夫

　

村
民
の
意
見
を
教
育
行
政
に
反

映
さ
せ
よ
う
と
「
飯
舘
村
ま
で
い

共
育
推
進
会
議
」
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
議
は
、
教
育
委
員
会
が
３
人

体
制
に
移
行
し
た
こ
と
な
ど
を
受

け
て
、
村
民
が
教
育
行
政
に
参
加

す
る
機
会
を
増
や
す
目
的
で
設
置

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

10
月
17
日
に
開
か
れ
た
第
１
回

会
議
で
は
、
佐
藤
隆
明
教
育
委
員

長
か
ら
委
員
を
代
表
し
て
島
義
一

飯
舘
中
学
校
長
に
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
た
の
に
続
い
て
、
川
村
勝
彦

さ
ん
（
草
野
）
を
委
員
長
に
、
北

原
康
子
さ
ん
（
宮
内
）
を
副
委
員

長
に
選
出
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
村
の
教
育
の
実
情
を
把

握
す
る
た
め
事
務
局
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

説
明
で
は
、
学
力
検
査
の
結
果

や
学
力
と
生
活
習
慣
の
関
係
、
生

徒
指
導
の
状
況
や
子
ど
も
の
生
活

実
態
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
各
委

員
か
ら
は
「
自
然
が
豊
富
で
理
科

の
教
材
に
は
事
欠
か
な
い
は
ず
な

の
に
、
親
も
子
ど
も
も
関
心
が
向

か
な
い
」、「
村
に
非
行
が
あ
る
こ

と
は
残
念
。
誰
か
に
責
任
を
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、
村
民
全
員

で
反
省
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
２
年
間
で
、
今
後
、

研
修
を
積
み
な
が
ら
村
へ
の
提
言
や

諮
問
に
対
す
る
答
申
な
ど
の
業
務
に

当
た
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

▲第１回会議のようす

「共育」のあり方を提言
までい共育推進会議が発足

▲ 佐藤委員長から委嘱状の交付を受ける
島義一飯舘中学校長（写真右）

ま
で
い
共
育
推
進
会
議
委
員

（
敬
称
略
）

委
員
長
・
川
村
勝
彦
（
草
野
）

副
委
員
長
・
北
原
康
子
（
宮
内
）

委
員
・
島
義
一
（
飯
舘
中
）、
新
井

川
美
千
枝
（
臼
石
小
）、小
山
茂
（
草

野
）、
下
田
章
子
（
草
野
）、
佐
藤
弘

子
（
二
本
松
市
）、天
田
あ
け
み
（
大

倉
）、
佐
藤
香
織
（
前
田
・
八
和
木
）、

北
原
繁
（
臼
石
）

　

○
任
期
・
平
成
20
年
３
月
31
日

ま
で

　子どもたちが健やかに育つために、あってはならな
い虐待。しかし、幼い命が奪われる痛ましい事件が後
を断ちません。こうした背景を受け、平成 16年度か
ら毎年 11月は「児童虐待防止月間」と定められてい
ます。

子どもを虐待から守る５ヵ条
その１　「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告）を
その２　「しつけのつもり…」は言い訳
その３　ひとりで抱え込まない
その４　親の立場より子どもの立場
その５　虐待はあなたの周りでも起こりうる

○連絡先　飯舘村保健福祉課 福祉係（☎42‐1620）、浜児童相談所南相馬相談室（☎26－1135）

明るく笑顔で楽しくスポーツ交流
　「第６回ふれ愛ピック」が飯舘中体育館にて開催され、参加者が
スポーツを通して交流を深めました。
 この大会は、身体に障がいを持つ方が活力に満ちた毎日を送り、
自立・共生するとともに社会参加の促進を図るため、村社会福祉協
議会が毎年開いています。
　今年も村民生児童委員協議会や村ボランティア団体連絡協議会
などの会員ら20人と、相農飯舘分校生ら11人がスタッフとして大
会運営をサポートしました。
　大会は、50人の参加者が赤・青・黄色の３チームに分かれ、ストー
ンボーリングや輪投げなど４種目の競技で点数を競いました。
　競技終了後には、日赤奉仕団員による手作りのカレーライスがふ
るまわれ、参加者らは和やかに交流を深めていました。

気づいたら  支えて  知らせて  見守って
～子供を虐待から守るために～
    11月は「児童虐待防止月間」です

－第６回ふれ愛ピック－10
22

▲大会のようす（輪投げ）

→虐待かな…？と思ったら
　子どもは虐待を受けていても自分からは言い出せな
いことが多く、周りの人が子供のＳＯＳに気付いてあ
げることが必要です。「おかしい」と感じたら迷わず
ご連絡を。通告者の秘密は必ず守られます。


